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賛育会後援会だより 2019年（令和元年）8月号・第98号

二
〇
一
九
年
度 

定
期
役
員
会

決
算
確
定
・
新
会
長
就
任
・
賛
育
会
へ
の
寄
付
贈
呈

徳久俊彦前会長 木村庸五新会長

　

二
〇
一
九
年
六
月
一
四
日
、
学
士
会
館

（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い
て
、
賛
育

会
後
援
会
の
定
期
役
員
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
役
員
会
は
、
毎
年
六
月
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
援
会
役
員
、
賛
育

会
役
員
、
賛
育
会
職
員
ら
計
二
二
名
の
出

席
を
得
て
、
二
〇
一
八
年
度
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
、
お
よ
び
二
〇
一
九
年
度

の
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務
め

て
下
さ
っ
た
徳
久
俊
彦
会
長
の
辞
任
の
意

向
を
受
け
、
新
た
な
会
長
と
し
て
木
村
庸

五
（
き
む
ら
・
よ
う
ご
）
氏
が
、
副
会
長

と
し
て
垣
内

史
堂
（
か
き

う
ち
・
て
る

た
か
）
氏
と

西
原
良
信
（
に

し
は
ら
・
よ

し
の
ぶ
）
氏

が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
さ
れ
ま

し
た
。

 　

二
〇
一
八
年
度
は
、
会
費
や
募
金
な

ど
で
三
二
九
万
六
二
四
円
、
一
〇
月
一
二

日
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
の
益
金
が
七
一
三
万
八
千
九
五
二
円
、

合
計
で
一
千
一
〇
四
万
三
千
五
八
一
円
の

収
入
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、
広
報
費
や
通
信
費
な
ど
の
事
務
局

経
費
と
、
全
額
が
賛
育
会
病
院
建
て
替
え

の
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

益
金
を
差
し
引
い
た
当
期
繰
越
金
は
、
二

八
三
万
六
五
五
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
当
期
繰
越
金
の
使
途
に
つ
い
て
協

議
の
結
果
、
例
年
通
り
全
額
を
社
会
福
祉

法
人
賛
育
会
の
地
域
活
動
・
社
会
貢
献
活

動
の
た
め
に

寄
付
す
る
こ

と
が
決
定
さ

れ
、
木
村
新

会
長
か
ら
小

堀
洋
志
賛
育

会
理
事
長
に

目
録
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

会
長 

木
村 

庸
五
氏

副
会
長 

垣
内 

史
堂
氏

 

西
原 

良
信
氏

理
事 

駿
河 

敬
次
郎
氏

 

梶
村 

慎
吾
氏

 

橋
本 

章 

氏

 

雨
宮 

栄
一
氏

 

小
林 

道
彦
氏

 

山
本 

和 

氏

 

井
口 

延 

氏

 

青
本 

健
作
氏

監
事 

古
田 

和
彦
氏

 

柴
田 

光
昭
氏

二
〇
一
九
年
度

　
　

賛
育
会
後
援
会
役
員

名
誉
会
長　
　
　
　
　

徳
久 

俊
彦
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賛育会後援会だより 2019年（令和元年）8月号・第 98号

賛
育
会
後
援
会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
木
村　

庸
五

　

こ
の
六
月
に
賛
育
会
後
援
会

会
長
の
任
を
お
お
せ
つ
か
り
ま

し
た
木
村
庸
五
で
す
。
賛
育
会

の
理
事
や
評
議
員
と
し
て
の
私

の
経
歴
は
か
れ
こ
れ
二
五
年
に

も
な
り
ま
す
が
、
賛
育
会
の
こ

と
に
十
分
精
通
し
て
お
ら
ず
、

お
ぼ
つ
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
西
原
良
信
副
会
長
、

垣
内
史
堂
副
会
長
や
賛
育
会
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
も
緊
密
に
協

力
し
合
っ
て
、
精
一
杯
後
援
会

会
長
と
し
て
の
任
務
を
務
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
賛

育
会
が
斬
新
な
活
動
を
含
め
、

幅
広
く
社
会
貢
献
・
地
域
貢
献

に
励
ん
で
活
躍
し
て
い
る
中
、

制
の
拡
充
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
支
援
の
輪
を
拡
げ
る

た
め
に
、
後
援
会
員
の
拡
充
と

支
援
体
制
の
強
化
、
協
力
関
係

団
体
・
支
援
団
体
と
の
連
携
の

確
保
等
、
工
夫
を
こ
ら
し
、
様
々

な
方
法
で
、
関
係
者
と
協
力
し

合
っ
て
募
金
活
動
を
活
発
化
さ

せ
る
こ
と
で
、
賛
育
会
の
財
務

基
盤
を
強
化
し
、
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
て
の
び
の
び
と
地
域
活

動
・
社
会
貢
献
活
動
を
更
に
展

開
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
法
人
と
連

携
し
て
、
賛
育
会
の
生
き
生
き

と
し
た
活
動
内
容
を
多
く
の
人

に
伝
え
る
た
め
の
広
報
活
動
の

充
実
や
、
賛
同
者
、
支
援
者
と

の
体
験
交
流
な
ど
の
活
性
化
に

よ
っ
て
共
感
・
支
援
の
掘
り
起

こ
し
・
拡
充
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
賛
育
会
は
、
後
援

者
に
恵
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
賛
育
会
の
活
動
へ
の
応
援

は
、
そ
の
時
々
に
必
要
な
資
金

の
募
金
の
形
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

賛
育
会
が
そ
の
心
が
け
る
べ

き
働
き
を
明
確
に
打
ち
出
し
、

そ
の
実
情
を
伝
え
、
心
か
ら
そ

の
活
動
の
必
要
性
を
熱
心
に
訴

え
か
け
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
人
々

の
共
感
を
生
み
だ
す
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
人
々
が
す
す
ん
で
さ

さ
げ
る
善
意
の
資
金
と
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
い
て
提
供

さ
れ
る
時
間
や
労
力
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
賛
育
会
活

動
の
必
要
が
支
え
ら
れ
て
い
く

と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
を
し
っ
か
り
と
つ
な

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

賛
育
会
後
援
会
会
長

木
村
庸
五

後
援
会
は
、

こ
の
賛
育

会
の
活
動

の
基
盤
を

強
化
す
べ

く
、後
援
体

木
村
庸
五
（
き
む
ら
・
よ
う
ご
）

弁
護
士
（
狛
・
小
野
グ
ロ
ー
カ
ル

法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
）

・

一
九
七
〇
年
東
京
大
学
法
学
部
政

治
学
部
卒
業
、
一
九
八
六
年
ミ
シ

ガ
ン
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
修
士

課
程
修
了

・

現
職

社
会
福
祉
法
人
賛
育
会
評
議

員
、、
東
京
大
学
学
生
キ
リ
ス
ト

教
青
年
会
監
事
、
社
会
福
祉
法

人
銚
子
栄
光
福
祉
会
理
事
長
、

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
湖
北
台

教
会
長
老

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ー２－



賛育会後援会だより 2019年（令和元年）8月号・第 98号

賛
育
会
後
援
会
長
を
退
く
に
あ
た
っ
て

徳
久　

俊
彦

　

去
る
六
月
の
後
援
会
役
員
会

を
機
に
会
長
を
退
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
様
々
な
場
で
多
く

の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
一
九
八
三
年

（
昭
和
五
八
年
）
に
当
時
の
駿

河
敬
次
郎
理
事
長
の
要
請
に
よ

り
、
法
人
の
監
事
に
就
任
し
、

そ
の
後
理
事
と
な
り
、
一
九
九

八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
は

理
事
長
を
務
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
後
援
会
長
を
一
五
年
務
め

ま
し
た
。
通
算
す
る
と
三
六
年

も
何
ら
か
の
「
役
員
」
を
務
め

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間

も
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
育
会
理
事
長
時
代
は
、
介
護

保
険
へ
の
移
行
が
大
仕
事
で
そ

の
影
響
は

人
事
・
給

与
・
昇
進

制
度
に
ま

で
及
び
ま

し
た
。
ま

た
、
老
朽
化
し
た
特
養
の
建
て

替
え
に
追
わ
れ
借
金
を
多
く
積

み
重
ね
ま
し
た
。
病
院
や
特
養

の
食
中
毒
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

　

後
援
会
は
法
人
本
体
で
は
寄

附
集
め
が
出
来
な
か
っ
た
時
代

に
出
来
た
の
で
す
が
、
介
護
保

険
に
な
っ
て
事
情
が
変
わ
っ
て
も

存
続
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
企

業
側
の
様
子
も
変
わ
り
、
メ
セ

ナ
活
動
が
盛
ん
と
な
っ
て
募
金

の
状
況
も
変
化
し
、
ト
ッ
プ
に

お
願
い
す
れ
ば
寄
附
を
頂
け
た

時
代
か
ら
、「
社
会
貢
献
」
担

当
部
署
に
お
願
い
し
そ
こ
で
の

「
審
査
」
を
通
ら
な
い
と
頂
け
な

い
こ
と
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
賛
育
会
病
院
建
て
替
え

の
為
の
資
金
応
援
の
為
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
行

う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
主
催
は

後
援
会
、
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
私
の
役
目
も

寄
付
集
め
か
ら
コ
ン
サ
ー
ト
に

重
点
が
移
り
ま
し
た
。
中
で
も

昨
年
は
一
一
回
目
（
内
三
回
は

震
災
支
援
の
た
め
）
と
な
り
創

立
百
周
年
記
念
で
大
成
功
を
収

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
私
自
身
は
寄
る
年
波

に
勝
て
ず
そ
の
後
身
体
が
急
に

弱
り
こ
の
冬
は
身
体
中
が
こ
わ

ば
り
、
身
動
き
が
鈍
重
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
去
る
三
月
に
満

九
〇
歳
を
迎
え
た
の
を
機
に
交

代
を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

　

次
期
後
援
会
を
担
っ
て
下
さ

る
、
木
村
さ
ん
は
高
校
時
代
か

ら
学
生
キ
リ
ス
ト
教
運
動
を

や
っ
て
来
ら
れ
た
人
で
、
大
学

卒
業
後
は
所
謂
「
渉
外
弁
護

士
」
と
し
て
、
海
外
関
係
の
訴

訟
や
契
約
を
長
年
取
り
扱
っ
て

来
た
ベ
テ
ラ
ン
弁
護
士
で
す
。

私
と
は
全
く
違
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
職
業
も
大
き
く
違
っ
て

お
り
ま
す
が
、
後
援
会
を
託
せ

る
に
足
る
、
信
頼
出
来
る
人
で

す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

外国人医療費未収金補填 300,000
いのちの授業 200,000
すみだジャズフェスティバル 80,000

清風園 にこにこ清風食堂 250,000 250,000
オレンジドア町田 450,000
鶴川やってみる会 200,000

たちばなホーム （仮称）たちばなカフェ 190,000 190,000
長屋でランチ 300,000
アボットカマイ活動支援 150,000
幸腹食堂 650,000
町の保健室活動 90,000
いきいき塾 70,000

東海清風園 よつばの家 550,000 550,000
日本語教育支援 300,000
ミャンマー国際活動 300,000
地域活動報告書 205,742
地域活動紹介ムービー音楽入れ替え 0

4,285,742

賛育会病院 580,000

第二清風園 650,000

はなみずきホーム 450,000

法人事務局 805,742

合計

豊野事業所 810,000

　

後
援
会
の
皆
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
頂
い
た
昨
年
度
の
ご
寄
付
に

つ
い
て
、
左
表
の
よ
う
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
皆
さ
ま
の
ご
芳
志
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

賛
育
会
理
事
長

小
堀
洋
志

昨
年
度
寄
付
金
使
途
ご
報
告

新
名
誉
会
長

　

六
月
一
四
日
の
役
員
会
に
お

い
て
、
徳
久
俊
彦
前
会
長
が
名

誉
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
全
出
席

役
員
の
同
意
の
下
、
同
日
付
け

で
名
誉
会
長
に
ご
就
任
い
た
だ

き
ま
し
た
。
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＊小学生以上入場可能
＊未就学児託児サービスがございます。
＊チケットは賛育会各施設で販売しております。

賛育会病院建て替えのために

大谷康子 藤井一興 The Soulmatics
©Masashige Ogata

ひ
ば
り
が
丘
教
会

横
浜
海
岸
教
会

下
谷
教
会

弓
町
本
郷
教
会

亀
戸
教
会

玉
川
教
会

四
谷
新
生
教
会

渋
谷
教
会

女
子
学
院
宗
教
部

松
戸
教
会

聖
ア
ン
デ
レ
教
会

聖
ヶ
丘
教
会

聖
路
加
国
際
病
院　

礼
拝
堂

青
山
学
院
初
等
部

浅
草
教
会

早
苗
幼
稚
園

鶴
川
教
会

鶴
川
北
教
会

東
京
池
袋
教
会

東
洋
英
和
女
学
院　

中
高
部

日
本
聾
話
学
校

白
鷺
教
会

明
治
学
院
高
等
学
校

日
本
キ
リ
ス
ト
教
社
会
事

業
同
盟

ご
芳
志
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

二
〇
一
七
年
一
一
月
一
日
よ
り

二
〇
一
九
年
七
月
一
六
日
ま
で

に
次
の
団
体
・
個
人
の
方
々
よ

り
ご
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。
深

く
感
謝
し
、お
名
前
を
記
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

東
京
大
学
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

ダ
イ
キ
ン
エ
ア
テ
ク
ノ
㈱

横
川
五
丁
目
東
部
町
会

株
式
会
社
保
険
代
行
社

㈱
ア
ド
バ
ン
ス
中
部
サ
ー
ビ
ス

㈱
セ
レ
モ
ニ
ー
ユ
ニ
オ
ン

㈱
山
下
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

㈱
ラ
イ
ズ
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

㈱
教
文
館

玉
の
肌
石
鹸
㈱

原
口
塗
装
㈱

三
陽
自
動
車
株
式
会
社

小
宮
創
建
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
株
式
会
社

大
光
監
査
法
人

本
目
商
事
㈱

有
限
会
社
豊
栄
薬
業　

玉
川
学

園
薬
局
金
井
店

㈲
な
が
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